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４章 各地区計画

佐 川 地 区 計 画

地区計画策定の背景

佐川地区では平成 28 年に結成された、さかわ夢まち協議会が住民拠点活動を拡充すべく、

令和元年 12 月に非営利活動法人格を取得。翌令和２年度からは、あったかふれあいセンタ

ー夢まちの運営に着手し、住民活動と相まって重要な福祉拠点の構築ができたと言える。

しかしながら、住民のつながりの希薄化や関心の低下が懸念されていた中にコロナ禍が重

なり、住民活動振興を大きく制限されてきた。

さかわ夢まち協議会が活動拠点を軸に、様々な団体組織と連携し、住民挙げての南海トラ

フへの備えや子育て支援、あったかふれあいセンター活動などを通して、人とひとがつなが

り、地域活動に関心を持ち、関わる人を増やしながら、みんなが笑顔で暮らせる地域づくり

を推進する。

目指す姿・スローガン

人とひと つながれひろがれ 我が町さかわ

重点目標

○つながり深める交流の機会づくりと拡大

◆夢まちランドの交流を通じ、相互の助け合い気運の醸成をはかる

◆集落ごとの交流の場づくり

◆人が集まるイベント

○みんなが笑顔で暮らせる地域づくり

◆みんなのあったかふれあいセンターの充実

◆気軽に相談し合える環境づくり

◆安心して住める場所づくり

◆地域の後継者を育てる

◆IT 活用で情報発信

○子育てしやすく若者が愛着をもてる地域づくり

◆世代間交流を促す取り組み

◆子育て支援

◆みんなで声かけあって子どもの見守り

◆佐川の魅力をもっと知ろう（歴史・文化・人）

◆みんなが誇れる自然を守ろう
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推進主体（地区部会）の発展・強化

・推進主体 さかわ夢まち協議会（みんなで福祉のまちづくり委員会佐川地区部会）

・関係組織 消防団佐川分団、自主防災組織、佐川地区自治会長会、佐川地区民生委員

児童委員、福祉委員、佐川小中学校 PTA、保育園保護者会（若草、花園）、

商工会（青年部・女性部含む）、くろがねの会、老人クラブ、百歳体操お世

話人、ふれあいサロン協力員

・地域の拠点 さかわ夢まちランド、あったかふれあいセンター夢まち

結いのつながり大作戦夢まち探検隊

夏休み親子教室

百歳体操

子ども応援事業
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斗 賀 野 地 区 計 画

地区計画策定の背景

佐川町内の人口の約 25％を占める斗賀野地区は、町外からの移住も多く少子高齢化は

徐々に進んでいるものの緩やかと言える。

虚空蔵山などに囲まれた盆地で自然に恵まれた静かな田園地帯が広がり、その地勢や気候

を利用した水稲、ニラなどの農業が盛んな地区となっている。また、地区内にはＪＲ斗賀野

駅・襟野々駅があり、国道 494 号が地区の中心部を通るなど、交通の便は比較的よい。

平成 17 年に設立したＮＰＯ法人「とかの元気村」を中心とし、あったかふれあいセンタ

ーや集落活動センターでの地域活動が活発で、風土と合わせて、斗賀野地区に魅力を感じた

町外からの転入者も多い。

比較的コミュニティー活動が活発な地域ではあるが、計画策定に当たって実施した地域の

お世話役さんに対するアンケートによると、今後取り組むべき課題として、自主防災活動、

地域コミュニティーづくり、高齢者障害者への生活支援が上位にあがっており、地域の絆や

人のつながりを大切にし、高齢者等へのお困りごとへの対応も必要だとの思いが現れている。

また、自然環境、健康づくりに対する住民意識が高く、環境活動や介護予防・健康づくり活

動なども盛んな地域でもある。

目指す姿・スローガン

近所づきあい たすけあい 笑顔つながる里づくり

重点目標

○ゆたかな自然をまもりつなげる

◆田園風景をいつまでも守っていこう

◆ホタルが住みつくきれいな川にしよう

◆地域の植生と山野草を守っていこう

○安心して暮らせる地域をつくる

◆近所づきあいを大切にしよう

◆あったかふれあいセンターを核として地域のネットワークを強め支え合おう

◆地域で子どもを育てよう

○健やかなこころと体をつくる

◆適度な運動をし、年に１回は健診を受けよう

◆規則正しい生活習慣を身につけよう

◆積極的に集いの場に参加しよう
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○元気なひとづくり・地域づくりをする

◆居場所と出番をかまえて生きがいづくりにつなげよう

◆集落活動センターを拠点に地域活動を充実発展させよう

◆空き家を活用して、移住を推進しよう

◆地域の文化・伝統を守ろう

◆子どもに豊かな体験を充実させていこう

○防災活動を充実させる

◆自主防災組織の活性化を進めよう

◆発災時に生かせる防災訓練や防災学習を定期的に実施しよう

推進主体（地区部会）の発展・強化

・推進主体 あったか福祉推進協議会

（みんなで福祉のまちづくり委員会斗賀野地区部会）

・関係組織 ＮＰＯ法人とかの元気村、斗賀野地区自治会長会、斗賀野よさこいクラブ、

斗賀野地区自主防災組織連絡会、とかの女子会、高知県農業協同組合斗賀

野支所、ＪＡ女性部、（農）トピアとかの、斗賀野中央保育園保護者会、永

野保育所後援会、斗賀野小学校ＰＴＡ、町消防団斗賀野分団、サロン・百歳

体操世話人、民生委員児童委員、福祉委員、その他当計画の推進に協力し

てくださる組織など

・地域の拠点 とかの元気村役場、あったかふれあいセンターとかの、集落活動センター

あおぞらなど

お助け大作戦

あったかふれあいセンター わかもの交流会

敬老会たらふく秋祭り
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尾 川 地 区 計 画

地区計画策定の背景

尾川地区は、尾川地区活性化協議会が住民活動の牽引役として、秋祭りや桜祭りなど地域

の関係団体との連携のもとつながりづくりを進めている。ただ佐川町の中でも最も高齢化率

が高く、少子高齢化及び過疎化で顕著化する生活課題に、あったかふれあいセンターひまわ

りと共に取り組んでいる。

これら諸問題を解決するために、従来ある地域ぐるみのイベントでつながりづくりを行い

つつ、様々な場面での仲間同士での健康づくりや、コロナ禍に誕生した草刈りレンジャーお

いぼ連隊の隊員増強による助け合いの仕組みづくりの検討をすすめる。

目指す姿・スローガン

未来に夢を 明るい尾川

重点目標

○生活支援の仕組みづくり

◆助け合いの仕組みづくり

○地域の活性化

◆祭りを通じた世代間交流の継続

◆地域文化・自然の継承

○健康づくり

◆仲間と楽しく運動しよう

◆たいこ岩で心も体もリフレッシュ

推進主体（地区部会）の発展・強化

・推進主体 尾川地区活性化協議会

（みんなで福祉のまちづくり委員会尾川地区部会）

・関係組織 尾川地区自主防災組織連絡会、尾川地区部落長会

保育園保護者会・小中学校ＰＴＡ、尾川分団

百歳体操 世話人、民生委員、福祉委員

あったかふれあいセンター運営委員会

みこしや、婦人防火クラブ

・地域の拠点 集落活動センターたいこ岩、あったかふれあいセンターひまわり
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尾川ドリーム ピザ焼き体験 尾川小・中学校運動会

おがわ秋祭り おいぼ連隊による草刈り

あめごのつかみ取り 百歳体操

たいこ岩モーニング
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黒 岩 地 区 計 画

地区計画策定の背景

黒岩地区は、黒岩いきいき応援隊を中核に、特産品を生かした産業振興、伝統芸能や祭り

の継承などの住民活動に加え、平成 30 年にあったかふれあいセンターくろいわの運営に着

手。コロナ禍の中でも、住民挙げての黒岩文化祭の継続、新たな取り組みとして黒岩スカイ

ラインの整備及びスカイラインを活用したウォーキングイベントの開催など、地域愛にあふ

れる活動を進めてきた。

一方では、人口減少、高齢化による生活課題の顕著化や地域活動の停滞、地域のつながり

の脆弱化といった課題を抱えており、地域の将来に不安を感じている。

これら課題や目標を解決するために、集落活動センターやあったかふれあいセンターを拠

点とした住民主体の取り組み等を通し、みんながつながり一体感と大きな和のある地域づく

りを推進する。

目指す姿・スローガン

いきいき黒岩 和になろう

重点目標

○だれもが安心してくらせる住みよい地域づくり

◆元気で明るくつながりのある地域

◆みんながいきいきと活躍できる地域

◆子育てしやすい環境づくり

○地域の自然や資源の活用

◆山や川の保全と活用

◆旧中学校の今後の活用方法を考える

◆農業を守り農地の荒廃を防ぐ

◆黒岩の伝統やイベントの継承と活性化

○集落活動センターを拠点とする地域活動

の活性化

◆あったかふれあいセンターの充実

◆黒岩地区内の情報発信と共有

◆黒岩いきいき応援隊の活動の強化と発展

◆地域住民による施設利活用の拡大
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推進主体（地区部会）の発展・強化

・推進主体 黒岩いきいき応援隊（みんなで福祉のまちづくり委員会黒岩地区部会）

・関係団体 自主防災組織、水害対策会議、消防団黒岩分団、黒岩中央保育所後援会会、

黒岩小学校 PTA、黒岩親の会、自治会長会、民生委員児童委員、福祉委員、

イベント関係者、農業関係団体、百歳体操お世話人、黒岩中央保育所、黒岩

小学校、その他当計画の推進にご協力くださる方

・地域の拠点 集落活動センターくろいわ、あったかふれあいセンターくろいわ

芋煮会

黒岩ふれあい文化祭

歴史を訪ねるウォーキング

ビアガーデン

くろいわモーニング

お花見

四ツ白の太刀踊り

芋煮会 お弁当づくり
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加 茂 地 区 計 画

地区計画策定の背景

加茂の里づくり会が一般社団法人格を取得し、住民活動の基盤がしっかり構築され、集落

活動センターの指定管理やあったかふれあいセンターを受託し、飛躍的に地域づくり、地域

福祉活動が進展したと言える。

しかし近年のコロナ禍、以前からの少子化、高齢化によるさまざまな地域活動の停滞や、

地域担い手不足による課題が浮き上がってきている。

加茂の里づくり会と自治会が地域の将来を見据えて、課題解決のために新たに経済活動と

の連携も視野に入れ、地区住民とともに取り組みを積極的に進めていく必要がある。

目指す姿・スローガン

交流で つながる絆と 人づくり

重点目標

○人づくり・交流

◆加茂の里を核とした地区内交流

◆女性のネットワークを広げよう

◆みんなで楽しむ世代間のつながり

◆ウオーキング活動の活性化

◆空き家を活用した移住・定住の促進

◆人材を見つけて、各種教室の開催

◆後継者の育成

○地域の活性化

◆バイカオウレンの自生地・群生地を守り続ける

◆新しいビジネスの推進

◆農地を守り、活かす取り組み

○みんなの暮らしを守る

◆高齢者等への見守り声掛け生活支援

○健康づくり

◆地域住民による健康づくりの取り組み

○防災・減災活動

◆自主防災活動の充実
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推進主体（地区部会）の発展・強化

・推進主体 加茂の里づくり会（みんなで福祉のまちづくり委員会加茂地区部会）

・関係団体 加茂地区自主防災組織連絡会、加茂地区自治会長会、保育園保護者会、小中

学校ＰＴＡ、消防団、環境を守る会、こじゃんとはたら来家さかわ、百歳体

操世話人、民生委員、福祉委員、加茂地区教育委員会、その他協力くださる

方及び組織

・地域の拠点 集落活動センター加茂の里、あったかふれあいセンター加茂の里

お弁当づくり

バイカオウレン群生地作業火文字祭り

門松づくり

えいかも助け合い

バイカオウレン子どもガイド


